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1．会社概要
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会社概要

１．会社名 アグラ株式会社

２．代表者 丹下博詞

３．本社 〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-8-3 渋谷安田ビル6F
４．設立 2008年3月
５．資本金 100,000,000円
６．株主 Seed technology capital  partners  等
７．事業内容 パッケージソフトの開発、販売、教育、保守、コンサルティング

８、主な取引先 大阪ガス、 サノフィアベンティス

９．代表電話 03-6419-1166
１０．お問合せ contact@agra-japan.com
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2．AGRA 概要
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現在の典型的なデータ統合手法
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システムが異な
れば、データ構造、
書式、エンコード
方法の違いなど
から単純に利用
は出来ない。

システムが異な
れば、データ構造、
書式、エンコード
方法の違いなど
から単純に利用
は出来ない。

②必要な情報の
リクエストに応じ
た ETL 処理を開
発。 （ツールによ
る統合）

②必要な情報の
リクエストに応じ
た ETL 処理を開
発。 （ツールによ
る統合）

①全社統合デー
タベースを構築。
（ＳＩによる統合）

①全社統合デー
タベースを構築。
（ＳＩによる統合）

統合統合

データ統合環境
はスパゲッティ化。
ETL 処理は開発
し続けなければ
ならない。

データ統合環境
はスパゲッティ化。
ETL 処理は開発
し続けなければ
ならない。

！！

膨大なコスト。
統合完了時に既に
陳腐化。
統合データを使用
するために既存シ
ステムの改修が必
要。

膨大なコスト。
統合完了時に既に
陳腐化。
統合データを使用
するために既存シ
ステムの改修が必
要。

！！

経営速度が加速化し、変化し続ける中で、データ統合が追い付かない。
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AGRAとは
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新システム

新システム

AGRAAGRA

従来のプログラムでデータをつなぐ場合
マスタとマスタを複数のプログラムでつなぐ

AGRA
各マスタデータをルールで一元管理

データの頭脳
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３．AGRAの用途
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ずばり M＆A、統廃合対策 ！！
様々なデータのセマンティック統合

グローバル業界大再編時代へ突入

パナソニック/サンヨー、 キリン/サントリー（？） 日立、
自動車、部品メーカー 部門の統廃合の連続

例えば、経営者は、集中購買を徹底をする。

しかしシステムの統合は追いつくのか

購買システムは統合した。でも肝心のデーター統合は？

代表的な部品は統合できている でもそれは全体の何割？

部品の統一番号はつけた。 しかしそれで同一なもの同士が完全に把握できて
いる？

また新たに、統廃合が始まったら？ その変化に耐えれるか？

更にAGRAは、番号だけでなく、スペックでの検索を行います。
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業界大再編で様々なアプリケーションの統合が必要

製造業
グローバル資材調達システム

設計変更による代替品、廃棄品の損害把握システム

在庫管理システム

薬品のマスタ管理システム

金融
金融商品の営業支援システム

保険契約管理システム

共通
販売管理システム

経営管理システム

営業管理システム CRMソフトとして
人事システム

多くの業種でマスタ統合が必要になる！！
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４．統合の技術的課題
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Ａ業態用管理システム

Ｂ業態用システム

散在するデータが自由に活用できれば・・・
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顧客企業別の各種業態商品の未収売上データ
を管理するためのデータマートが欲しい。。。

•データ構造の違い
•ドメイン、モデル
•データベース名、ファイル名、テーブル名
•項目名、データ型

•データシンタックスの違い
•数値データの単位
•非数量データのエンコード値
•データのフォーマット

ばらばらなマスタに対する統合検索は難しい。ばらばらなマスタに対する統合検索は難しい。



Copyright c 2008, AGRA. All Right Reserved.

５．ＶＩＰ顧客選定デモ
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シナリオ案 － ＶＩＰ顧客の選定

〔 シナリオ－ ＶＩＰ顧客の選定 〕

○○ホテルグループでは、前期の宿泊実績が低下してきたため，「各ホテル
毎に対前期比30％増の宿泊実績の達成」という営業目標が設定されました。

○○ホテルグループの企画室室長のＡさんは目標達成のための拡販戦略
を1週間以内に策定するよう、Ｂさんに依頼しました。

Ｂさんは、最近に導入されたＢＩツールを利用して、「ターゲットとなる顧客層
（ＶＩＰ顧客）」を選定することにしました。
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シナリオ案 － 仮説の構築

Ｂさんはセールスターゲットについて、以下のような仮説を立てました。

最近のホテル顧客は旅行代理店のサイトや，格安サイトから予約して，宿泊
されることが多い．
宿泊回数はホテルに落としている金額と相関は思ったほど高くない．

そこで，ホテルに「過去1年間」で金額に換算して「50万円以上」宿泊利用して
いる，「ホテル会員カードのメンバー」をターゲットにしようと考えました．

Ｂさんはこれらの条件に合致する顧客をＢＩツールで選定することにしました。
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デモ画面１
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普段ビジネスで使用して
いる文言（キーワード）を
入力

キーワードに関連する
情報が表示され，各々
の定義を確認すること
ができる
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デモ画面２
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Ｂさんは，はじめに
各ホテルブランド毎
の結果を知りたい
と考えた
そこで，関連する用
語（今回はホテル
種別）を選択する

検索結果が絞り込
まれる
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デモ画面３
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さらに，「利用額」に
よる絞り込みを行う

検索結果がさらに
絞り込まれる
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デモ画面４
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６．まとめ
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AGRA：７つの特長と優位性 1

1.物理的な統合を必要としない
バラバラの構造化データのままでの自由な検索を可能にし、物理統合の膨大なコストを省きます。

2.データの意味の違いを吸収する
AGRA は高度なメタデータのオントロジー管理エンジンによりデータの意味の違いを吸収します。
これは、部門間の用語の意味の違いはもとより、言語、度量衡、単位の違いも認識します。

3. N対Nの統合と自由な検索
AGRA によりマスタは仮想的に統合された状態(連邦的な意味統合)となり、N 対 N でマスタが他のマスタと連
携可能になっています。そのため、一般的なマスタ検索と違い、複数のマスタからスペック検索をするといった複
雑な検索を自由に行うことが可能になります。

4. マスタの追加、変更が容易
一般的なデータ統合ツールは、データソースとターゲットの組合わせのプログラムもしくは処理定義を要し、その
量と複雑性は、時間とともに拡大し、メンテナンスが難しくなります。そのため、新たなマスタの追加・変更は困難
になります。

AGRA はオントロジーでモノの本質からモデルを構築するため、既存のモデルに新たな追加・変更をした場合
でも既存のマスタはほとんど影響をうけません。
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AGRA：７つの特長と優位性 2

5.自分の普段使用している言葉で検索
AGRA は普段ビジネスで使っている言葉でデータを検索します。それが外国語であってもその言葉で検索しま
す。

6.構造化データを検索
AGRA の検索先は、企業内の文章データではなく、情報システムの中の構造化データです。企業内の文書
データやファイルの検索エンジンとは一線を画します。

7. アドホックでオンディマンドな検索
AGRA は、ノンプログラムでデータ統合を実現するため、その上で稼働するアプリケーションは、自由度の高い
アドホックな検索が可能です。

AGRA は、上記の特長から、さまざまなシステムに於いてそのコストを大幅に削減し、生産
効率をあげることを可能にします。
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問合せ先

アグラ 株式会社

代表取締役 丹下博詞

住所：東京都渋谷区渋谷1-8-3 渋谷安田ビル6F 

電話：03-6419-1166

e-mail: tange@agra-japan.com


